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福岡市議会議員  松野 隆 

 令和３年も早や 2 カ月を過ぎ、新たな年度を迎えようとしています。 

 新型コロナウィルスの感染拡大は、これまでの日々の暮らしや人との大切な繋がり

を大きく変えてしまいました。ワクチン接種が始まったとはいえ、まだまだ厳しい感

染防止の“日常”が必要です。 

 間違いなく時代の転換期にある今、みんなで前を向いて、個人や地域に当たり前の

日常を取り戻し、希望ある未来に向け、ともどもに頑張ってまいりましょう。 

 

 松野隆議員ら公明党福岡市議団は、去る

１月７日、高島市長宛に新型コロナ感染拡

大防止対策に関する緊急要望を行いまし

た。これには光山副市長が「内容を検討し、

必要な対策を早急に進めたい」と応じまし

た。（写真右下） 

 同市議団は「感染防止対策の再徹底や経

済支援など、迅速に対応してもらいたい」

と力説した上で、①医療・介護従事者らへ

の備品提供など総合的な支援、②ワクチン

を短期間で接種できる体制の構築、③経営

が悪化している中小企業などへの事業再構

築の後押し――など１０項目を求めまし

た。 

 

新型コロナ対策で緊急要望 

  



 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 市長に令和３年度予算編成で要望 

昨年１２月８日、公明党福岡市議団は高

島市長に対し、令和３年度予算編成への要

望を行いました。 

要望項目は、①行財政改革を推進し市民

のための財源確保、②一人ひとりが元気に

輝くまちづくり、③子どもや若者たちが未

来を語れるまちづくり、④支えあう地域の

絆の構築、⑤安全・安心で良好な生活環境

の充実、⑥人と地球にやさしい持続可能な

都市の構築、⑦誰もが魅力を感じる観光・

MICE 都市へ、⑧コロナ禍に負けない福岡 

 

経済へ、⑨魅力あふれる農林漁業の振興と

発展、⑩人流・物流ともにアジアの拠点と

なる博多港と空港へ――を柱に１６２項目

を求めました。 

また、南区関連では西高宮小学校第２運

動場用地取得の推進、鴻巣山の整備推進な

どを要望しました。 
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昨年１２月の福岡市議会教育こども委員会で福岡市は、市南部地域に新設する「南部

療育センター（仮称）」の整備地を旧南福岡養護学校跡地（博多区三筑）に決めたこと

を明らかにしました。療育センターは、就学前の障がい児に関する相談や診断、療育の

ほか、居宅訪問型支援などを一体的に行うもので、令和６（２０２４）年度中の完成を

目指しています。 

 同センターの整備は、松野議員がかねてから推進していたもので、特に平成２４（２

０１２）年６月の市議会本会議で、南区の肢体不自由児施設「あゆみ学園」が設立後４

０年以上を経っており、市南部地域が療育施設の空白地帯になっていることなどを指

摘、南部療育センターの開設を提案していました。 

 福岡市の就学前障がい児支援施設は現在、東部療育センター（東区青葉）、心身障が

い福祉センター（中央区長浜）、西部療育センター（西区内浜）の３カ所で、これまで

南部地域が空白となっていました。一方で、就学前障がい児の支援を求めるニーズが高

まっていたことから、松野議員は南部地域へのセンター開設を強く求めていました。 

 なお、老朽化が進んでいる「あゆみ学園」は、新センター開設に合わせてその機能を

引き継ぎ、４０人の定員を維持した上で、知的・発達障害の３０人分の定員を新たに設

けることになっています。 

 

公明党福岡市議団ホームページ： http://www.komei-fukuokacity.net 

 

市南部の障害児支援の療育センター 

  南福岡養護学校跡地に整備、令和６年完成へ 


